
 

 

 

 

 

 

 

講師： 相模原赤十字病院 名誉院長 山田亮二先生 

 

 

 

＜研修内容＞ 

２０２３年５月８日より新型コロナ感染症は、法律上５類感染症に位置付けられま

した。しかし感染者数は全国的に緩やかに増加し、「現状は第 9波になっている」と

言われています。 

新たな流行の兆しとの見方が強まっている中、高齢者や基礎疾患のある人など、重

症化リスクの高い人への配慮は今まで同様、適切な感染予防策が必要です。 

 

５類になったことで意識が薄れることなく、 この研修であらためて感染症の知識

を持ち、注意喚起をしていきたいと思います。 

 

 ワクチンの必要性については、肺炎球菌、帯状疱疹等についてもお話しさせていた

だきます。 

 

 

 

 

相模原赤十字病院 非常勤嘱託医 山田亮二名誉院長 

 

＜略歴＞ 

九州大学医学部卒業後、主に神奈川県立こども医療センター、神奈川県津久井保健

所（保健所長）を経て、相模原赤十字病院 病院長を平成２５年３月まで務める。 

特別養護老人ホームにおける医療的ケア 

「感染予防策～ワクチン接種を中心に～」 


